
第４回円空大賞円空賞 

 

野田雄一（のだゆういち） 

 

プロフィール 
作家瀬戸内寂聴私塾「寂聴塾」第 1期卒 
現在富山ガラス工房館長・富山ガラス造形研究所教授 
 
1955年：徳島県木屋平村に生まれる 
1988年：'88空間造形富山大賞受賞 

国際ガラス工芸展'88銀賞受賞（金沢市）、あすを拓く美術展大賞受賞（富山県民会館美術館） 
1995年：日本現代ガラス展（現代ガラスセンター・スペイン） 
2001年：「ガラスの魅力展-21世紀を造形するアーティスト-」（姫路市立美術館） 

第４回新竹市国際ガラス展招待出品（台湾） 
2003年：ノーベル化学賞受賞者田中耕一氏へ、「富山市名誉市民」の副賞"宇宙卵"制作 
2004年：第５回北日本美術大賞展・大賞受賞 

ウラジオストック国際映画祭グランプリ受賞トロフィー制作（'05・'06） 
2005年：斎藤真一×野田雄一〜師に捧ぐ GlassWorks〜（不忍画廊・八重洲） 

「テグ国際ガラス展」（MBCギャラリー・韓国） 
2006年：'05日本のガラス展「第 10回記念黄金崎観客賞」（東京・西伊豆） 
 
選評：選考委員長梅原猛 
野田雄一氏は徳島大学在学中に瀬戸内寂聴氏の私塾「寂聴塾」に入り、第一期生として卒業したという。おそ

らく瀬戸内寂聴という甚だ自由な作家に深い精神的影響を受けたのであろう。そして瞽女の世界を描く画家、斎
藤真一氏と出会うことによって彼の生き方を学ぶとともに、ガラス工芸作家の道を選んだという。野田氏はあた
かも神のように自由自在に幾重にもガラスを使って不思議な世界を創り出す。 
 
 
 
 
 

'92時間の間(1992年制作) 

天空２００５（2005年制作） 

天空２００４(2004年制作) 

天空２０００(2000年制作) 

天蒼２００５(2005年制作) 


